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第２回ソフトマター物理若手勉強会報告 

    A04 班 山口哲生 

 
2008 年 8 月 21 日（木）・22 日（金）の 2 日間、東京大学農学部弥生講堂・一条ホールで「第

2 回ソフトマター物理若手勉強会」が開催されました。全 71 名の参加者のうち学生の参加者は

49 名で、文字通り若手中心の勉強会となりました。 
 
 
１．研究発表 
研究発表では、口頭 9 件、ポスター32 件の発表

がありました。特に、口頭発表は全て学生（修士 2、
博士 7）によってなされました。口頭発表は 1 名に

つき 30 分（質疑応答を含む）、ポスター発表では 2
時間 30 分の時間を取ったこともあり、十分に議論

することができました。 
招待講演では、九州大学名誉教授の川崎恭治先生

が「相転移におけるパラダイムシフトとモード結合

理論」という題目でお話されました。相転移現象においてランダウ理論がパラダイムの大きな

変換をもたらしたことや、モード結合理論が提案された経緯などを、ご自身の経験を踏まえて

分かりやすく解説されました。質疑応答では、講演内容のみならず、川崎先生の研究者として

の生き方にまで質問が及びました。 
 
２．懇親会 
初日の講演終了後、工学部 6 号館屋上テラスに移動して懇親会を行ないました。通常の食事

や飲み物のサービスだけでなく、流しそうめん大会も行なわれました。途中雨が降り出したた

めやむなく室内に避難するなどのハプニングもありましたが、参加者間の交流を深める良い機

会となりました。 
 
３．さいごに 
 これからのソフトマター物理を担っていくうえで、優秀でやる気のある若手に研究を続けて

もらうことが重要であることは言うまでもありませんが、しかしながら通常の研究会では若手

が研究成果をアピールする機会はあまりなく、今回の勉強会はそういった意味で重要な役割を

果たすものだと思います。今後もこのような勉強会を継続していくことを望みます。 
 
 

招待講演でお話される川崎先生 
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